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研究の動機  
　自分のスマホを持っている人が多い中、AIを学習の
ために使用している人は少なくない。そこで、私たちが
利用しているAIの違いや、どの分野に特化しているの
かが気になったから。 

先行研究 
　 2024年、AIが95％執筆した小説『影の雨』が発表さ
れた。また近年、教育現場でも生成AIを活用している
学校が増えている。 

研究方法 
①延高の1,2年生にGmailで、英語とAIに関するア
ンケートを行う 
②アンケートの結果から利用者の多いAIサイトを3つ
選び、日本語の文章を英語に翻訳する 
③その英語の文章の文法や表現をALTのMr.Huに
5段階で評価してもらう 
④それぞれのAIの訳の違いや、文法の正確性、原
文への忠実さを調べる 

必要な道具  
・パソコン、タブレット 
・生成AI（ChatGPT、Gemini、Copilot） 
・検証に使う文（日本語） 

仮説 
・ChatGPTが一番正確である 
・翻訳した文章は文法的には正しくても、ニュアンス
の捉え方は人間に劣る 
・AIは長文の翻訳や英作文の添削に利用できる 

考察 結果から考えた3つの生成AIの特徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　生成AIは、文章の種類によって向き・不向きがある。
そのため、使用目的に応じて、使い分けることが重要
だと考えられ、目的を明確にしたうえで生成AIを活用
する必要がある。 
　今後、英語学習の際に、物語文にはGemini、英単
語や文法問題にはChatGPT、説明文・会話文には
Copilotを用いることで、自宅での英語学習の質が上
がると言える。 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研究の目的  
　AI化が進む現代で、自分だけでの勉強の幅を広げ
て、自宅での時間を有効に使う。 
　どのAIが1番日本語のニュアンスに近い英文を作れ
るのか知って、英語の学習に活用する。 

結果2 Mr.Huからの評価の結果  (評価段階 1〜5) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

　全ての観点で最も評価が良かったのは、Copilotだっ
た。また、3つの生成AIの比較から、それぞれ英訳をする
際の表現の方法や正確さに違いがあることがわかった。
特に会話文で違いが見られた。  

AI 観点  竹取物語  羅生門  会話文 

  Gemini
原文に近い表現か 

自然な表現か 
正確な表現か 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2 
4 

5 
4 
5 

4 
4 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ChatGPT
原文に近い表現か 

自然な表現か 
正確な表現か 

5 
4 
4 

5 
1 
5 

2 
5 
3 

Copilot
原文に近い表現か 

自然な表現か 
正確な表現か 

5 
5 
4 

5 
3 
5 

5 
5 
4 

　　　　　　　　　　　特徴 

Gemini 説明が多く、読みやすさを重視 
文法表現が苦手 
⇒物語が得意である 

ChatGPT 語彙の選び方や文法構造が優れている 
長文中にAIの特徴が多い 
⇒短文の訳に向いている 

Copilot 人の訳し方に近い 
⇒どの文章でも訳し方が自然 

結果1 
　延高の1,2年生100名を対象にアンケートを行った
ところ、英語の学習にAIを使ったことがあると答えた
人は78%だった。 
　最も多く使われていたのがChatGPT、次いで
Gemini、Copilotであった。 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